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母音交替
― ｢雨」の基底は「あめ」と「あま」のどちらであるか―
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⑴ a. e〜a : ame〜amayadori（雨宿り） hune〜hunayoi（船酔い） te〜tazuna（手綱）
b. i〜o : ki〜kodachi（木立） hi〜homura（火＜火群）
c. i〜u : tuki〜tukuyo（月夜）








































































⑸ a. ama + *i → ame
b. muka + *i → muki
(5a）では母音交替の出力形が/e/であり、（5b）ではそれが/i/となっている。同じ母音の連続で名詞と
動詞の出力形が異なるというのはどういうことであろうか。沖森（2010）はこの問題を解決するために、






































⑹（＝⑴）a. e〜a : ame〜amayadori（雨宿り） hune〜hunayoi（船酔い） te〜tazuna（手綱）
b. i〜o : ki〜kodachi（木立） hi〜homura（火＜火群）
c. i〜u : tuki〜tukuyo（月夜）




















⑼ ama + sake → amazake naga + ame → nagaame





















































3．後述するように、沖森（2010）は名詞だけではなく動詞・形容詞の未然形に付く接辞/i/（muka + i→ muki（向き）、
aka + i→ ake（明け））もここで紹介する */i/同様「単語として独立させる接辞」と考えている（沖森2010 : 55）。
4．沖森（2010）ではこのほかに次のような例も/i/の接続による母音交替と考えている。下の例は形容詞の語幹に/i/が付い
て動詞の連用形になった場合である。
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